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Ⅰ．はじめに
　わが国では，父親・母親の実父母を含む拡大家族の支
援の中で育児が行われることが大きな特徴である。産後
１ヶ月間の育児に関する全国調査では，産後の退院先が
母方の実家である者が半数以上であり，主な援助者が
親である者が76.0％と最も多かったことが報告されてい 
る１）。
　祖父母にとって孫の育児に関与することは，新しい生
きがいとなる。祖父母たちは，孫の育児に関わって親た
ちを支援したいという希望を持ち，すすんで孫育児に参
加している２）。その反面，世代間の育児方針のずれや育
児方法の違いから来るギャップが，祖父母と父母双方の
ストレス，育児負担感，家族関係の悪化を引き起こすこ
とも報告されている３－５）。
　そのため，最新の育児情報の提供を主な目的とする祖
父母学級が，医療施設や地方自治体を中心に実施される
ようになってきた。しかし，これらの育児支援プログラ
ムを客観的に評価し，その有用性や改善点を実証した研
究はない。
　本研究は，乳幼児期の子どもをもつ家族への育児支援
プログラムの開発の一環として，孫の育児に関わる祖父
母向けのプログラムを試行し，その反応を分析すること
で孫育児支援プログラムの有用性や課題を提示する。
Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は，生後１年未満の孫の育児に関わる祖
父母を対象とした孫育児支援プログラムを実施し，その
反応を通してプログラムを評価し，有用な孫育児支援の
あり方を提示することである。
Ⅲ．研究方法
１．対象
　生後１年未満の孫の育児に関わっている祖父母を対象
とした。首都圏郊外にある産科診療所外来において，参
加募集の掲示とパンフレット配布にて参加者を募集し，
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研究の趣旨等の説明の後研究参加への同意が得られた者
を対象者とした。
２．孫育児支援プログラムの概要
　孫育児支援プログラム（以下，プログラムとする）
は，乳幼児期の子どもをもつ家族が地域生活に適応しな
がら主体的に育児に取り組める対処能力を高めるための
家族支援プログラムの一環として考案された。子どもの
両親と祖父母が育児方針を共有し，協力・役割分担でき
るよう促すことにより，家族員の育児対処能力が向上し
家族の関係性が良好になることが目的であった。
　プログラムは，１ヶ月に１回の３回シリーズとした。
内容は，参加者の自己紹介や近況報告，専門家（保健
師，助産師，保育士）による孫育児に関する情報提供，
参加者同士の情報交換や自由討議とした。研究者は，専
門家による情報提供を担当し，参加者同士の情報交換，
自由討議にはファシリテーターとして同席した。ファシ
リテーターは，情報提供が専門家からの一方的な知識提
供にならないように，参加者の反応を引き出して参加者
同士の情報交換や自由討議のきっかけとなるように配慮
した。情報交換，自由討議では，参加者全員が安心して
発言できるように個々の意見を尊重することを心がけ
た。プログラムの目的・目標を表１に，主な内容を表２
に示す。
３．データ収集および分析方法
　対象者および家族の基礎的情報は，自作の自記式質問
紙を用いて調査した。孫育児に関する育児対処能力およ
び家族の関係性は，自作の自記式質問紙とプログラム実
施中の記録からデータを得た。質問紙では，プログラム
の初回と最終回に，プログラムの目標についての自己評
価を，「１．よくあてはまる」「２．だいたいあてはま
る」「３．あまりあてはまらない」「４．あてはまらな
い」の４段階でたずね，プログラム前後の変化をみた。
プログラム実施中の記録は，対象者の承諾を得て録音
し，逐語録を作成した。逐語録から，プログラムの目標
に関連する各事例の発言を抽出し，意味内容を損なわな
いように要約した。要約をプログラムの内容や自由討議
等の実施状況と照合し，プログラムとの関連を反応とし
て記述した。
４．倫理的配慮
　研究者が所属する大学の倫理審査委員会の承認を受け
た。参加者には，研究の趣旨と方法，自由意志の保証，
匿名性の保持と個人情報の取り扱いについて説明し，口
頭にて研究参加の同意を得た。
Ⅳ．結　果
１．対象者の概要
　研究参加の同意が得られたのは，男性１名，女性４名
であった。このうち，一度も参加しなかったのは男性１
名であり，理由は不明であった。１回目のみの参加した
のは長男夫婦の第１子が２ヶ月である60代前半の女性と
長女夫婦の第２子が１ヶ月である50代前半の女性であ
り，２回目以降参加しなかった理由は，家族の介護や仕
事等で都合がつかないためであった。
　３回全てに参加した２名を分析対象とした。２名の対
象者は，いずれも初孫の育児に関わる女性であった。事
例Ａは60代後半であり，長男夫婦の第１子（男児）の育
児に関わっていた。孫の月齢は１～３ヶ月であった。長
男夫婦は徒歩数分の近所に３人で住んでいて，第１回目
直後に母親の実家から自宅に戻ってからは，日常的な行
き来があった。孫の誕生を長らく待ち望んでいたため，
孫育児への参加意欲や期待が大きい反面，自分自身の育
表１　孫育児支援プログラムの目的・目標
?
? 両親と祖父母が育児の方針を共有し，協力・役割分担で
きるよう促すことにより，家族員の育児対処能力が向上
し家族の関係性が良好になるよう働きかける
?
? 育児対処能力
・ セルフケア：育児を通して自分自身の健康への関心や
気遣いが促される
・ 育児に関する関心・知識・技術：育児に関する関心や
知識・技術が高まる
・情緒の安定性：育児を通して生きがいや満足を得る
家族の関係性
・ コミュニケーション：育児に関する気持ちや考えを理
解しあうために，両親とのコミュニケーションを工夫
する
・ 相互理解：育児に関する両親の方針や考えを理解した
り，自分の望みや考えを両親が理解したりする
・ 役割分担：育児に関して，両親とそれぞれの負担がな
く役割分担できる
・ 情緒的関係性：両親の育児を安心して見守ったり，両
親から頼りにされている信頼されていると感じること
を通して，両親との情緒的関係性が高まる
・ 意思決定：孫の育児について，何か決定する必要があ
るとき，必要に応じて両親と話し合うことができる
表２　孫育児支援プログラムの内容
?
?
?
・自己紹介
・情報提供：両親との関係作り，最近の育児情報
・情報交換・自由討議
?
?
?
・近況報告
・情報提供：離乳食とおやつ，遊び
・情報交換・自由討議
?
?
?
・近況報告
・情報提供：事故予防
・情報交換・自由討議，プログラムに参加しての感想
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児体験が約40年前ということで，不安やとまどいも大い
にあるという状態であった。
　事例Bは40代後半であり，長女夫婦の第１子（女児）
の育児に関わっていた。孫の月齢は６～８ヶ月であっ
た。長女夫婦は車で１時間程度のところに夫の両親と同
居していた。義母が主な育児支援者であるが，週に１～
２回程度は実家を訪れていた。育児に関する相談にのっ
たり，愚痴の聞き役になったり，一緒に買い物に行った
りしていた。
２．プログラムの実施状況
１）第１回
　参加者は４名であった。自己紹介では，一人ひとりか
ら，孫や両親との関わりの様子が紹介された。それを
きっかけに，自分達の子どもの育児と異なる両親達の育
児に対してや，両親達との付き合い方に対する感情が吐
露された。特に，父親である息子が積極的に育児を行っ
ていることに対する驚きや，母親が実娘であるか嫁であ
るかによってコミュニケーションの持ち方が特徴付けら
れることに参加者が賛同し，両親との関係性に関する発
言が活発になった。
　情報提供は，祖父母が孫育児に参加することの両親と
孫にとってのメリット，両親との関係作りのコツ，母乳
哺育，離乳食，添い寝や抱き癖といった，最近の育児に
関してであった。自由討議では，母乳哺育に関連する疑
問や，ベビーフードに対する抵抗感が表出された。ベ
ビーフードに関して，参加者間での情報交換や自分の子
どもの育児で利用した経験談の紹介を通して，ベビー
フードの使用に対する疑問や抵抗感が徐々に解消して
いった。オムツやお風呂についても，自分の子どもの育
児体験と対比させながら，現代の育児に関する情報や感
情を共有した。
２）第２回
　参加者は２名であった。近況報告では，孫の成長に関
する心配事や頻繁に会う中で強くなっている孫への愛情
が吐露されたり，お風呂，生活リズム，離乳食の開始時
期や孫の体重増加等の疑問や心配事が提示された。
　情報提供は，第１回で関心の高かった離乳食と遊びに
ついてであった。離乳食の時期のめやすや工夫の仕方，
おやつのあげ方等が紹介された。遊び方は，手作りおも
ちゃを紹介し，一緒に歌える歌や遊びを実演した。
　自由討議では，参加者がレトルトのベビーフードを使
用している実情や実際に行われているアレルギー対策の
方法が紹介され，母親達が利用している離乳食に関する
最新の情報が交換された。また，ついお菓子をあげてし
まうことに参加者が同意し，祖父母に共通する行動とし
て認識された。
　母親との付き合い方について，実娘と嫁では違うとの
共通認識をきっかけに，お互いに体験から来るアドバイ
スの仕方やコツを紹介しあった。また，孫の生活リズム
に合わせるようになったり，孫の成長が励みになってい
ることが話題になった。
　最後に，孫と一緒にできる歌や遊びを全員で行い，昔
と同じ歌や遊びを思い出したり，歌を歌ってあげること
の価値を再確認したりした。
３）第３回
　参加者は２名であった。近況報告では，孫の成長の様
子やお祝い事などが話題となった。
　情報提供は，第２回で要望のあった事故防止とおやつ
についてであった。乳児期に多い事故，家庭内での危険
箇所や対処方法を紹介した。教材を用いて乳児の視野の
狭さを体感し，誤飲の危険性が生じる大きさを目で確認
した。おやつについては，子どもにとってよい食材やメ
ニューが紹介された。あわせて，おやつのあげ方について
は両親と共通認識を持ったほうがよいことも伝えられた。
　自由討議では，気づいた家庭内の危険箇所をあげ，危
険防止対策が話し合われた。参加者自身が既に実行して
いる危険防止対策を報告し，これを元にそれぞれ具体的
な対策を見出した。また，祖父母の立場でどのようにお
やつをあげたらよいかも話題となった。
　最後に，孫育児支援プログラムに参加した感想を述べ
た。
３．目標毎にみた各事例の反応
１）事例Ａ
⑴　育児対処能力
①　セルフケア
　子どもの生活リズムを整えるには，今のうちから大人
たちが早寝早起きの習慣を身につけることが必要と考
え，息子夫婦に生活を見直してほしいと考えていた。
②　育児に関する関心・知識・技術
　長い間待ち望んでいた孫の誕生であることから，孫の
育児を早くしたいという期待と，約40年ぶりの育児に対
する不安を持っていた。
　第１回では，沐浴方法やベビーフードの利用，紙おむ
つの利用，シッカロールの不使用など，昔と現代の違い
を知り，とまどいや抵抗を感じた。しかし，他の参加者
が現代の育児方法を受け入れて実践していることを知
り，現代の育児方法へのとまどいや抵抗を払拭しようと
する姿勢が生まれた。そして，現代の育児方法に関する
情報を得たことを喜び，取り入れていこうという気持ち
を強くした。
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　第２回では，離乳食の開始時期や沐浴後の水分補給，
適切な体重増加に関する疑問が表出され，これらの情報
が得られたことで安心した。また，自分の子どもの育児
では全く配慮しなかったアレルギーへの対処法に関する
情報をはじめて得たことから，自分の子どもの育児とは
時間の開きがあることを痛感し，何でも口を出せばいい
ということではないと，育児に対する自信の揺らぎが表
出された。
　第３回では，事故防止に関する情報を得たことをきっ
かけに，これまでの大人ばかりの生活と違って，事故防
止についてかなり意識しなければならないと感じ，風呂
場の鍵つけの必要性に気づいたり，広くて段差のある土
間風の玄関の落下防止対策を，自ら具体的に考え出した
りした。同時に，育てることに必死で，事故防止まで気
が回らなかった自分の子どもの育児を振り返り，両親が
気づく余裕がないことを予想した上で，祖母の立場から
事故防止に配慮することが自分の役目と考えた。その一
方で，安全に配慮しすぎることが，却って孫の危険回避
の力の成長を妨げることにも気づき，適度な対応が必要
だと考えた。
③　情緒の安定性
　心待ちにしていた孫の誕生を喜び，孫の育児に関わる
ことを楽しみにしていた。日に日に成長していく姿を見
て安心したり，少しでも元気がないと心配したりしてい
た。
⑵　家族の関係性
①　コミュニケーション
　第１回では，嫁に対し，言いたいことや心配事を伝え
るのを遠慮している一方で，つい「昔はこうだった」と
言ってしまう傾向に気づいた。現代の育児方法のよい点
を知ったり，現代の育児方法を受け入れている参加者の
話を聞くことによって，昔の育児方法を押し付けるのは
よくないと自覚した。
　第２回では，嫁も言いたいことを言えずにいることが
あると気づいたことを表出した。また，孫の育児に口出
しをするのは孫かわいさゆえであることを肯定し，口出
しすること自体を止めるのではなく，押し付けにならな
いような言い方を工夫していこうと考えた。
　一貫して，自分が得た情報を嫁にも伝えたい，参考に
なるだろうと考えていた。
②　相互理解
　第１回で，昔の育児方法を引き合いに出すのはよくな
いと考え，嫁と育児に関する情報が共有できるように，
現代の育児方法について知りたいという意欲が高まっ
た。また，息子が積極的に育児に参加している様子に抵
抗感を抱いていたが，他の父親が同様であることや他の
参加者がそれを好意的に受け入れていることを知り，自
分の夫との比較を通して世代間の違いとして受容し，息
子夫婦の協力体制を評価する気持ちと見守る気持ちが芽
生えた。
　第２回では，得た情報を元に，嫁が育児書やインター
ネット等の情報源を持つこと，アレルギーについて気を
つけていることに気づき，自分以上の情報を持っている
ことを評価した。その一方で，夜泣きへの対応など，育
児書にはない経験から来るアドバイスが有用であること
を自らの体験から想起し，自分が経験に基づいたアドバ
イスをすることが両親にとって有用であることを認識し
た。
　第３回では，おやつのあげ方に対する考え方で自分と
嫁との間に食い違いが生じることを予測し，お互いの方
針を尊重しつつ折り合いを付けていこうと考えた。
③　役割分担
　第１回では，直接孫の世話をする役割を考えていた
が，第２回には両親の育児方法を見守りつつ，経験から
来るアドバイスをする役割を引き受けようと変化した。
第３回では，両親が気づく余裕のない事故防止を配慮す
るという役割があることに気づいた。
④　情緒的関係性
　孫の成長を確認したり，お食い初めのお祝いを通し
て，みんなで喜びを共有しており，孫の力はすごいと感
じていた。孫がいることで家族が明るくなり，会話が増
えたと感じていた。
２）事例Ｂ
⑴　育児対処能力
①　育児に関する関心・知識・技術
　第１回目では，離乳食に関して，他の参加者からベ
ビーフードへの抵抗感が語られると，「結構おいしい」
と発言し，ベビーフード利用の利便性を紹介した。他に
も紙おむつの適切な利用についてなど，自らの経験を
語った。
　第２回では，泣いていると娘に怒られるのをわかって
いながらお菓子をあげていたが，今後気をつけようと考
えた。遊びの実演を通して，曽祖父が孫に歌を歌ってあ
げることの意義に気づいた。
　第３回では，危険防止のために，掃除をきちんとした
りテーブルクロスをおかない等の工夫を実行しているこ
とを紹介した。また，他の参加者の「玄関の段差も気を
つけたほうがいいだろうか」という疑問に対し，娘の実
家にも玄関の段差や階段があるため，柵の使用を勧めて
いるという自らが実践した対処方法を提案した。
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⑵　家族の関係性
①　コミュニケーション
　娘は義父母に対する不満や愚痴を気兼ねなく話してお
り，それを聞くことが自分の役割と認識し，聞き役に
なっていた。お互いに遠慮なくなんでも言い合える関係
だと評価していた。この際，娘と義父母との間が必要以
上にぎくしゃくしないよう，言葉がけに注意し，娘の愚
痴に同調しすぎないよう気を配っていた。娘の愚痴を聞
く一方，同居していればその程度の摩擦は覚悟する必要
があることを娘に諭し，娘が義父母とよい関係を築くた
めの，娘の態度についてアドバイスしていた。
　第３回では，事故防止対策について，娘にアドバイス
をしたことを紹介した。
②　相互理解
　外出時にベビーフードを利用していることを受け入れ
ていた。娘自身がアレルギー対策に関する情報を集め，
実践していることを評価し，尊重していた。その一方で
調理途中の取り分けなど，当たり前と思えることを知ら
なかったりした体験を想起し，自分の体験に基づいたア
ドバイスをすることの価値を認識した。
③　役割分担
　一貫して，娘が実家に帰ってきたときに，娘の義父母
に対する不満や愚痴を聞くことが自分の役割だと認識し
ていた。
④　情緒的関係性
　お互いに遠慮なくなんでも言い合える関係だと評価し
ていた。
４ ．プログラム前後の育児対処能力と家族の関係性の自
己評価の変化
　事例Ａでは，育児対処能力のうち，セルフケアが促さ
れ育児に関する関心・知識・技術が高まったが，育児を
通しての生きがいや満足は減少していた。家族の関係性
については，両親の育児を安心して見守ることができる
ようになった反面，意思決定に際して必要な話し合いが
できなくなっていた。相互理解，役割分担，両親から頼
りにされているという情緒的関係性は，「あまりあては
まらない」という評価だった。
　事例Ｂでは，育児対処能力のうちセルフケアが促され
た。家族の関係性では，コミュニケーション，相互理
解，意思決定が向上しており，全てが「大体あてはま
る」という評価だった。目標ごとの質問項目とプログラ
ム前後の自己評価を表３に示す。
５．各事例のプログラムに対する評価
　事例Ａは，孫育児にこれからかかわろうという時期で
タイミングがよかったこと，特に離乳食や事故防止の情
報が役に立ったこと，孫や母親を褒めてあげようと心が
けるようになったことが良かったと評価した。事例Ｂ
は，育児に関して忘れていることを改めて確認できたこ
とが良かったと評価した。
Ⅴ．考　察
１．各事例の反応とプログラムとの関係
　今回の対象者は２名と少なく，年齢には40代後半と60
代後半という違いが見られた。孫の月齢にも５ヶ月の開
きがあり，母親との関係も嫁姑と母娘という違いがあっ
た。そのため，２名の反応に共通性を見出し一般化する
のは無理であると考えられる。そこで，事例毎に，反応
とプログラムの関係性について考察する。
１）事例Ａ
　事例Ａの育児対処能力および家族の関係性の変化のう
ち，注目すべき変化が３点ある。まず，育児対処能力で
は，現代の育児方法に対するとまどいや抵抗が軽減し，
現代の育児方法を取り入れていこうという気持ちが芽生
えたことである。これは，現代の育児方法に関する正し
い情報を専門家から得たことや，現代の育児方法を受容
している他の参加者を目の当たりにしたことと関連があ
ると考えられる。
　家族の関係性では，第一に，両親の育児対処能力に気
表３　育児対処能力と家族の関係性の自己評価の変化
評 価 項 目 事例Ａ 事例Ｂ
?
?
?
?
?
?
セルフケア：育児を通して自分自身の
健康への関心や気遣いが促される
２→１ ３→２
育児に関する関心・知識・技術：育児
に関する関心や知識・技術が高まる
３→２ ２→２
情緒の安定性：育児を通して生きがい
や満足を得る
１→２ ２→２
?
?
?
?
?
?
コミュニケーション：育児に関する気
持ちや考えを理解しあうために，両親
とのコミュニケーションを工夫する
２→２ ３→２
相互理解：育児に関する両親の方針や
考えを理解したり，自分の望みや考え
を両親が理解したりする
３→３ ３→２
役割分担：育児に関して，両親とそれ
ぞれの負担がなく役割分担できる
３→３ ２→２
情緒的関係性⑴：両親の育児を安心し
て見守ることができる
３→２ ２→２
情緒的関係性⑵：両親から頼りにされ
ている信頼されていると感じる
３→３ ２→２
意思決定：孫の育児について，何か決
定する必要があるとき，必要に応じて
両親と話し合うことができる
１→２ ３→２
１：よくあてはまる　　　　２：大体あてはまる
３：あまりあてはまらない　４：あてはまらない
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づくと共に，自分が何をどのように援助していくのがよ
いのかを考え出し，最終的に，両親の育児を見守りなが
ら必要に応じて助言をするという立場を取ることを選択
したとことである。これは，新たに得た情報を通して，
両親が自分以上に新しい情報を獲得していることや，既
に情報を活用して育児に取り組んでいることに気づいた
ことがきっかけである。また，対象者自身の気づきが他
の参加者に肯定されたことも影響していると考えられ
る。
　次に，嫁とのコミュニケーションの持ち方を工夫する
具体的アイデアを持ったことも注目すべき変化である。
これは，両親との関係の持ち方，特に母親との関係の持
ち方が参加者の最も大きな関心ごとであり，頻回に話題
に上ったことや，同じ立場の参加者と体験や感情を共有
したり，娘の育児を支援するという自分とは違う立場の
参加者の体験や感情と対比させることで，自分と母親と
のコミュニケーションを客観視したことがきっかけであ
ると考えられる。
　事例Ａは，プログラム参加後に情緒の安定性と意思決
定の自己評価が下がっており，事例Bと比較して家族の
関係性の自己評価が低い傾向にあった。これは，プログ
ラム開始後に実際に孫の育児に関わるようになり，孫育
児の問題に直面したために生じた自己評価の低下と考え
られる。プログラム後の自己評価の時期が生後３ヶ月と
事例Ｂよりも早い時期であったことから，現実に即した
評価であると考えられる。
２）事例Ｂ
　事例Ｂでは，事例Ａに比べて育児対処能力および家族
の関係性の変化が小さかったと言える。これは，情報提
供や討議のテーマが孫の月齢から見て遅い時期に設定さ
れていたためと考えられる。そのため事例Ｂは，新たな
情報を得ることは少なく，育児に対する知識や技術を確
認，修正することが多くなったと考えられる。
　しかし，自由討議において実践している孫育児につい
て語り，それが参加者に支持されることは，自己の孫育
児が適切に行われていることを確信させ，育児対処能力
が高まっていることの自覚，ひいては孫育児に関わって
いることの喜びや自信につながると考えられる。
２．孫育児支援プログラムの評価と提言
１）取り上げるテーマについて
　今回取り上げた，両親との関係作り，最近の育児情
報，離乳食とおやつ，事故予防といったテーマは，いず
れも参加者の関心が高く重要なテーマであったことが伺
える。祖父母は，育児に関する情報を十分に持っていな
かったり，持っている情報が正しいかどうかを吟味する
ために新たな情報を求めている。中でも，昔とは異なる
最新の育児情報や，祖父母も直接関わってくる食事や事
故予防に対する関心が高いということができる。
　自由討議において，両親との関係の持ち方，特に母親
との関係の持ち方が最も大きな関心ごとであり，毎回話
題に上ったことは特筆すべきことである。今回のプログ
ラムでは，両親との関係作りのコツを紹介したが，プロ
グラムの重要なポイントとして充実させていく必要があ
る。特に参加者の中に母親が嫁である者と実娘である者
の両方が含まれていたことが効果的であったと考えられ
る。同じ立場の者同士が体験や感情を共有し，異なる立
場の者の体験や感情と対比させることで，自分と母親と
の関係が客観視でき，よりよい関係を作るにはどうした
らよいのかを，それぞれの個別的な状況を踏まえたうえ
で参加者自身が考え出すことにつながるといえる。
２）専門家による情報提供について
　専門家による育児情報の提供は，ともすれば誤解が生
じやすい現代の育児方法についての正確な情報を得られ
る点で重要である。専門家から得た情報を元に，祖父母
自らが育児対処能力を高めるだけではなく，両親の育児
対処能力に気づいたり，情報の共有化を通して家族の関
係性を良好にしていく材料として活用できる。
　しかし，新たな情報の獲得が，一時的とはいえ，孫育
児に対する自信の喪失といったマイナス感情を生じさせ
たことは注意しなくてはならない。新たな情報が脅威と
ならないように，祖父母が情報の獲得を肯定的に受け止
めて活用できるような配慮が必要であろう。
３）参加者同士の情報交換・自由討議について
　参加者同士の情報交換や自由討議では，ピアサポート
的な要素が強く作用していたと評価できる。同じ立場に
ある参加者と共に新しい情報を獲得することは，情報に
対する感情や受け止めの姿勢を共有することになり，育
児情報の受容を促すと考えられる。
　また，参加者自身が自分の体験や持っている情報を提
供することは，情報を受け取る側と伝える側の双方に有
効であるということができる。情報を受け取る側にとっ
ては，専門家から得た情報を補強したり具体化すること
に役立てられる。情報を伝える側にとっては，情報を客
観視する機会となり，孫育児に対する自信を強化するこ
とになる。
３．今後の課題
　対象者２名の反応が個別的であったことは，孫育児に
対する祖父母のニーズが多様であることを示していると
考えられる。出産年齢が幅広くなっていることに伴い，
祖父母の年齢もまた幅広くなり，自らの育児経験や育児
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観は多様化する。さらに，孫の月齢や家族の健康状態に
よってもニーズは変わってくるであろう。このように多
様である孫育児に関する祖父母のニーズを系統的に整理
する必要がある。
　取り上げるテーマの選定と時期についても，孫の成長
発達や祖父母がどのように育児に関与するかとの関連か
ら，さらに検討する必要がある。また，孫の成長発達に
伴い，育児上の問題が異なっていくことを考えると，祖
父母にとっても新たな課題や悩みが生じてくることが予
測される。継続的なプログラムの考案や，プログラム終
了後も参加者が連絡を取り合えるような関係形成も視野
に入れていくことも重要な支援と考える。
　今回，参加者間のピアサポートが有効であることが示
された。専門家による一方向性の指導よりも，当事者参
加型の学習が効果的であることは，これまでの報告と一
致している。今後は，ピアサポート力を高めるための看
護方法を開発してくことが重要であると考えられる。参
加者同士の情報交換や自由討議を活性化できるような
ファシリテート技法についても検討する必要があると考
えられる。
Ⅵ．結　論
　生後１年未満の孫の育児に関わっている祖父母を対象
とした孫育児支援プログラムを試行し，その反応を分析
した結果，以下のように孫育児支援プログラムの有用性
と課題が提示された。
１ ．孫育児支援プログラムで取り上げるテーマは，昔と
異なる最新の育児情報や祖父母の関与が大きい食事や
事故予防に加え，両親との関係の持ち方が重要であ
る。
２ ．専門家による情報提供は，祖父母の育児対処能力を
高めたり，情報の共有化を通して家族の関係性を良好
にする上で有用である。
３ ．参加者同士の情報交換は，育児情報の受容や育児対
処能力の客観視をもたらす。
４ ．多様な祖父母の孫育児支援に対するニーズの系統
化，テーマの選定と時期の決定，ピアサポート力を高
めるための看護方法の開発が課題である。
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THE EFFECTIVENESS AND RANGE OF ACTIVITIES OF THE PROGRAM FOR 
SUPPORTING GRANDPARENTS TAKING CARE OF GRANDCHILDREN
Kuniko Ishii, Narumi Ide, Noriko Sato
School of Nursing, Chiba University
 
　　KEY WORDS : 
grandparents, grandchild-rearing, nursing program
 
 This report aimed to show the effectiveness and range of activities of a program for supporting grandparents 
taking care of grandchild under 1 year old. The purpose of this program was to improve child-rearing ability of the 
grandparents and to establish good family relationships through intergenerational child rearing and cooperation. The 
program included functions to provide information about child rearing by experts and information exchange between 
participants, as well as free discussion. Data was collected from self-reported questionnaires and recorded through the 
program. The reactions related to child-rearing ability and family relationships were summarized.
 The subjects were two grandmothers rearing their first grandchildren. In case A, resistance toward modern child-
rearing methods was reduced and there was recognition of the child-rearing abilities of the parents. As for case B, confi-
dence in own child-rearing ability was strengthened through self-reporting.
 These results suggest that the formation of a good relationship with the parents of the child is an important theme. 
Providing information about child rearing by experts is useful for improve the child-rearing ability of the grandpar-
ents and for establishing good family relationships. Information exchange between participants allows objective self-
evaluation about child-rearing ability. The activities of an effective program should systematize the needs for support 
in rearing grandchildren by various grandparents, the choice of theme and the timing of advice from experts, and the 
development of the nursing methods to encourage peer support among grandparents.
